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FJ・WF i~~ '1:: 
科医の小池文英(1913-1983)と、九州大学教育
学部教授の成 ì~lfî伝策(1924-) が議論を行ったい












がついたわけではない(今野 [2014J165) 0 IJ~支
持iI.小池論争」を境に肢体不 1~11j:1 教育の現場で
は，動作詩1綜が広く受け入れられ(中島 [1988J
98)， I病!淀・ I~lrlìlî主導」から「学校・教flIlî 主導」
の考え方が強くなっていったと指摘されている
(今里子 [2014J165) 。実 I~~ミに、、 I:I:I-:JI:・高野 (2011)
は、現在の I~I 立 hs-[ï)) においても、動作訓練から
発展した動作法が肢体不 I~I ¥:1特別支援学校で最
も活用されている指導技法の lつであることを
明らかにしている (I:IJ.:)1= .高野 [2011J177)。
ところで、動作訓練は)脳性まひ児の身体述動
を出向干し、不 I~l H:Jさやま!)きの回全lí~ を改善する目
的でun発された心珪!リハビリテイションであり
(J!X: ì~in [1973J 1)、主として 1週間にわたるキャ
ンプ形式の集1-市1料{によって行われてきた(成













ある(_¥'l)1 [2003J 46)。桐が丘は、 1958(11s手1




































年から 1980(1日手1155) 11~6 月に刊行された第 16
巻までを研究対象時期とした。このうち、機能
0)1純のI!寺WJに当たる第 1巻から第 6巻(1970(I({ 








5をまでとした主i!.alは、 1980 (1Ií~和 55) 年度より
新学習指導~領へ移行したことによる。

























以下 「機能訓料U (10編， 1ω9.2%)λ、「教育訟Z和杭li2:
(ω9編， 17.3%) と続く 。「その他jに分類され
















































機能訓練 j五f忠・巻号 発行年月 養護・司IMf 教科指導 生活指導 教育課程 教材教具 その他 メ1::)己、三~I今
1964.11 。
t1うラご つ 1966.3 
J 今 1967.3 フ フ
4 1968.3 J 。J~J 
) 1969.3 3、
6 1970.3 フ 。
7/81) 1972.6 4 
9 1973.6 4 。
10 1974.6 ) 
安5 1 1975.6 4 J 今
つ 12 1976.6 4 4 
jJ}1 13 1977.6 4 う
14 1978.6 4 4 
15 1979.6 4 つ
16 1980.6 6 4 
第i期i 10 5 
( 19.20;;)) (9.6%) 
第2Jぢj 39 24 
(47.0%) (28.9%) 
























つ 。 。 3 6 
つ 7 。 つ ) 12 。 つ 4 9 
つ 3、 1 。 フ フ 7 。 フ 。 8 。 7 。 。 8 。 10 。 。 。 。 8 。 。 1 。 。 フ 1 。 。 つ 9 
o 。 。 1 
4 9 6 18 52 
(7.7%) (17.3%) ( 1.5%) (34.6%) (100%) 
コ 〆J、 4 8 83 
(6.0%) (3.6%) (4.8%) (9.6%) (100%) 
9 1 10 25 135 
(6.7%) (8.9%) (7.4(1'0) (19.3%) (100%) 
1)合lJi号
『通学1IJlJ養護学校における動作訓練のあり方j
















として配置され I (東京教育大学教育学部 I)í~ 属
養護学校 [1963J8; [1964J 16-18; [1965J 19-20; 












43)  校における 能訓練のあり方 4-6 9)に継続




JI活 動作学官 6 14)に継続
7/8-9 10)巻に以継降続も




d!At一1。ヲー 14) 7/8-1 6 
つ 15 9-16 
月j 16) 10 
17 1 
18 12-14， 16 
19 15 
20) 16 
21 ) 16  22) 
1)第 5巻は『弛緩法をt:p心とする運動機能の改善J
2) f'i 9 巻は『通学iH1J受護学校における動作 i)JI[~i1!のあり方(之) ~ 



























































示唆する研究が、 r;w '~~: illJ養護学校における機
能前総のあり方 (3)j (第 6巻)である。 IrlJiJf '~'E 
において、 rmiE学校では、動作市1料:を扱うm)
門に機能市11 料i という名称がn~ いられているが、








ら(1970)は、 TabJe3 ~こ示すように、 )j支体不 I~I
UI の状態に応じて、 I~~奈の必要性や機能?iJll線の
あり方がyl1なっていると指摘し、単独型養護学
校に在籍する JJ支体不 I~I Ell 児は、 rl云療の手をiJJlí~








































c.p 児の指導に対しては、全身 (I~ な [f}JfF: PJI K:京を
~iISM~ として」と、[i}Jfl: 詩lIk:mが '1: 1心で、あることが
i明記されている(東京教育大学教育学部I(付属;1:II1J 
がi王養護学校 [1972J17東京教育大学I(付属椀が

















弱動jパ{竹作?午乍伴竿:竿学学:~習T守J | 弱動釧jパ胤{竹?乍伴=キ学:苦古習l/ j 
大 1:)j ら(1(70) をーtf[)改変
動作司1料iがあげられている(東京教育大学問属













































改善を I~I (i/~ としているため、恭本i'Iヲには養護・
訓練の指導領域のうち ic 運動機能の向上j
が 11:1 心的な指導内容となる。特に、 ~)Ji羽生マヒ
児の動作詩Ilk:~U は、事例 iî3f 究がI=I:J心であった。
その他の指導領域である iA 心身の適応」、





















































































































第 3に、 ic J主動機能の向 i二」以外の養護・
訓練の指導内容についてである。文奇部部i目省 (1987)

































学教育学音I~ I~付属桐が i王養護学校J 、 1973 (1Ii:lキ1
48)年4月1EIから 1978(I{:{和53)年3月31EI 
までが「東京教育大学附属柄が丘養護学校j、


















名、議r:ili2名、 J支持件iIi校良 l名の計41:1 (東京
教育大学教育学部 I~日属養護学校 [1964J 16-18)、
1965 (lIj手1140)および1966(1日平1141)年度が教
諭i名、講師4名(東京教育大学教育学部I(H属
養護学校 [1965J19-20; [1966J 23-24)、1967(1昭
和42)および1968(1昭和43)年)支カf字文;命2名、
話1¥'filj3名(東京教育大学教育学部間十成養護学校
[1967J 22-23; [1968bJ 24-25)、1969 (1託手1144)
および1970(1昭和45)年度は教諭41:1、講師3
名(東京教育大学教育学部附属養護学校 [1969J
24-25; [1970J 24-26) となっている。 ;~ì\Jr:iljにつ
いては、非常勤扱いとなっており、 1日;氷ら
(1968)によると、 1967(1Ij:{手1142)年l皮では 1EI 
あたりの訓練犯当は、常勤教諭2名、非常勤講
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領!肢体不 ISIai 教育柿iWI~ IT~~ . [:1 本 IJ支体不 1~IIJI9己 i砧
、 ? ???
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lntroduction Process of "Dohsa-kunren" as "Yogo-kunren" in Kirigaoka 
School for the Physically Challenged， Tokyo University of Education: 
Focusing on Bulletin. 
Takahito TANNO 
The pllrpose of this stlldy was to examine the introdllction pl・ocess01' "Dohsa-kllnren" in Kirigaoka 
school for the physically challenged， Tokyo university of Edllcation by analyzing blllletin of 
Kirigaoka. At Kirigaoka， there was the question among some teachers that "Kinou-kunrenぺwhichwas 
placed in course of swdy published in 1963、wasmainly consisted of medical training and was not 
sllited as educational instruction. So，“Dohsルkunrenぺwhichis psychotherapelltic approach to 
improve volitional motor actions proposed by ト~arllse ， was started as the part of "Kinoルkllnren刊介。m
the point of learning motor action. In Kirigaoka， "Dohsa-kllnren" was consiclered as effective methocl 
of "Kinoll-kllnren" as results of some practical research and basic research. A ner formation 01' "Yogo-
kunrenぺwhichwas placecl in COllrse of stlcly pllblishecl in 1971 and reqllirecl to instrllct from the point 
of general development，“Dohsa-kllnren"， which was mainly aimecl to improve motor actions， was 
instrllcted as "Yogo-kllnren竹 inKirigaoka. And other point 01' view was not emphasized except a few 
research. 
Key words: Kirigaoka School for the physically challenged， '‘Dohsa-kunren"に‘Yogo-kunren"
Facully 01' Social以lellare，Nagano University 
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